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1) 2008・2009 と 2009・2010 シーズン中にモンゴル国の 2 地域(パガノール区、セレンゲ県)にお
ける合計 10 の医療機関を受診した ILI と SARI の患者情報を収集し、採取されたサンプルからイン
フルエンザウイルスの検出を行った。それぞれの地域とインフルエンザ流行期間における ILI 患者
およびインフルエンザウイルス陽性 SARI 患者の疫学像を解析した。また、年齢別の ILI 擢患率を
算出しインフルエンザによる疾病負荷を評価した。
2) 2010・2011 シーズンにバガノール区の 1 ，343 世帯、 5，655 人を対象として、 ILI 症例を積極的に
-283-
探索し患者情報の収集およびサンフ。ル採取を行いインフルエンザウイルスの検出を行った。インフ
ルエンザ A(H3N2)ウイルスの流行期間中の ILI 発症率、家族内感染とそのリスク、学校や幼稚園を
含めたコミュニティー全体で、の感染伝播パターンを観察した。
【結果】
1) 2008・2009 シーズン中はインフルエンザ A(H1N1) ウイルスが流行しており、 2009・2010 シーズ
ン中はインフルエンザ A (H1Nl)pdm09 ウイルスが流行していた口 ILI 擢患率はバガノール区では
1・4 歳群で、セレンゲ県では 1 歳未満で最も高かった。またインフルエンザウイルス陽性 SARI 患者
でも 5 歳未満がそれぞれのシーズンで 84.6% 、 58.8% と多くを占めていた。
2) インフルエンザ A(H3N2)流行期間中に合計 282 人の ILI 症例が存在し、 1-4 歳群で 20.4%と最
も高し、 ILI 発症率を示していた。初発症例を認めた世帯の曝露家族 900 人のうち 51 人 (43 世帯)







インフルエンザの疾病負荷研究からモンゴル国では特に 5 歳未満の小児で ILI1罷患率が高いことが






















ての Prospective study を行い、この地域でのウイルスの伝播には学校と幼稚園の問で繰り返し
感染伝播が起きている可能性を示唆するデータが得られた。インフルエンザの地域内での感染伝
播については途上国だけではなく先進国でもデータが限られており、その実態はよくわかってい
ない。本研究では地域全体を対象にして丁寧なデータの収集を行った結果、地域全体での感染伝
播の広がりを解析したもので、公衆衛生学的観点からも学術的観点からも価値の高い研究成果で
ある。
モンゴルという困難な研究環境の中で長期にわたるデータを収集し、得られた豊富なデータに
基づいて、さまざまな疫学的手法による解析および、十分な考察を行っており、得られた解析結果
は、学術的にも価値の高いものであり、データの限られたモンゴルやその他の発展途上国のイン
フルエンザの疫学およびインフルエンザ対策を確立する上でも有益なものであった。よって，本
論文は博士の学位論文として合格と認める。
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